
電気公式集 静電気・電磁気・照明サンプル

No.
出題
頻度

項目
文字
記号

公式 単位記号
公式記号説明

（関連公式No.）

1 ○ 静電エネルギー Ｗ Ｊ
Ｃ：静電容量[Ｆ]
Ｖ：電圧[Ｖ]
Ｑ：電荷[Ｃ]

2 ○ 運動エネルギー
ｅＶ
(ｴﾚｸﾄﾛﾝ
ﾎﾞﾙﾄ)

Ｊ （電動力応用No.15,16）

3 ○

4 ○

5 ◎
電界中の電子が受
ける力

ＱＥ Ｅ：電界の強さ[Ｖ/ｍ]

6 静電力 Ｆ Ｎ/ｍ

8 ○ 電位 Ｖ Ｖ ｒ：半径[ｍ]

9
電界の強さ（点電
荷の場合）

10
電界の強さ（円筒
帯電体の場合）

ｌ：円筒体の長さ[ｍ]
分母と分子で相殺される

11 ◎
電界の強さ（平行
板電極間の場合）

12 ◎ 電荷密度（電束） Ｄ

7

電荷間に働く力

Ｆ

力の向き ---

Ｅ Ｖ/ｍ

Ｎ

２

１
ＣＶ ＝

２

１
･

Ｃ

Ｑ２
２

２

１
ｍ ＝

２

１
Ｊωｖ２ ２

４πεｒ

Ｑ Ｑ

２

１ ２

－
ｄ

ｄＷ

ｌ

４πεｒ

Ｑ

４πεｒ

Ｑ

２

ε

Ｄ
＝

εＳ

Ｑ
＝

Ｖ

ｌ

２πεｒ（ ）

（ ）

ｌ

ｑ ｌ

εＥ＝
Ｓ

Ｑ
Ｃ/ｍ２

ｅ＝1.602×10 [Ｃ] -19

９×１０
ε ｒ

Ｑ Ｑ
９

S
２

１ ２

ε：物質の誘電率[Ｆ/ｍ]

ε＝ε ε0 S

ε ：真空中の誘電率[Ｆ/ｍ]0

ε ＝8.855×10 [Ｆ/ｍ]0
-12

ε ：物質の比誘電率S

Ｓ：面積[ｍ ]2

Ｆ＝ Ｆ ＋Ｆ [Ｎ] 2
1

 2
2

Ｑ１＝＋５[C]

Ｑ２＝＋１０[C]
Ｑ＝＋１[C]

Ｆ１

Ｆ２

Ｆ

同符号で反発力

異符号で吸引力
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1 ○ 電磁エネルギー Ｗ Ｊ
Ｌ：自己インダクタンス[Ｈ]
Ｉ：電流[Ａ]

2
単位体積当りの
電磁エネルギー

Ｗ

3 ◎

4

5 ◎

電磁力
（ﾌﾚﾐﾝｸﾞの左手の
法則は電動機で使
用）

ＮＢＩｌsinθ
Ｎ：巻数[回]
ｌ：直線導体長[ｍ]
θ：電流と磁束の角度

6 ○

7 ○

8 回転力　（棒） Ｈｍｌsinθ

9 ◎ 回転力　（平面） ＮＢＩＡcosθ

10
磁界中の電子が行
う等速円運動の半
径

ｒ ｍ

11 起磁力 Ｆ Ａ

12 磁界の強さ

13 ◎
円形コイルの中心
磁界の強さ

14 ◎
無限長電線の円周
磁界の強さ　（ｱﾝ
ﾍﾟｱの周回積分）

15 ◎ 磁束密度 Ｂ T

Ｔ Ｎ･ｍ

Ｈ Ａ/ｍ

磁極間に働く力

Ｆ Ｎ

電流力　（平行導
体間で使用）

Ｆ Ｎ/ｍ

２

１
ＬＩ２

２

１
μＨ２

４πμｒ

ｍ ｍ

２

１ ２

６.３３×１０
μ ｒ

ｍ ｍ
４

Ｓ
２

１ ２

２πｒ

μＩ１Ｉ２

ｒ

２Ｉ Ｉ
×１０

１ ２ -7

Ｂe

ｍｖ

φＲ ＝ＮＩ＝Ｈm ｌ

２ｒ

ＮＩ

(＝２πｒ)

ＮＩ

ｌ

μＨ＝
(＝２πｒ)

μＮＩ

ｌ

Ｊ/ｍ２

ｍ：磁極[Ｗb]

μ：物質中の透磁率

μ＝μ μ0 S

μ ：真空中の透磁率0

μ ＝４π×10 [Ｈ/ｍ]0
-7

μ ：物質の比透磁率S

Ａ：断面積[ｍ ]2

長方形コイル＝縦×横

円形コイル＝πｒ2

４πμｒ

ｍ

２

Ｒ ：磁気抵抗[Ｈ ]ｍ
-1

ｅ＝1.602×10 [Ｃ] -19

 F ’=Fcosθ F ’   F 
      a 

θ  H 
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1 ◎ 光度 Ｉ ｃｄ ｒ：距離[ｍ]

2 ◎ 光束 Ｆ Ｉ×ω ｌｍ ω：立体角[sr]

3 ◎ 照度 Ｅ Ｆ÷Ｓ ｌｘ

4 ◎

　
光度、光束、照度、輝度、光束発散度の関係

Ｅ×ｒ2

Ｓ：面積[ｍ ]2

光度：Ｉ[cd]

単位立体角当りの

光束数

光束：Ｆ[lm]

全光束数

照度：Ｅ[lx]

単位面積当りの

光束数（入射光束）

輝度：Ｂ[nt]

光束発散度：Ｍ[rlx]
×τ（透過光束）

×ρ（反射光束）
単位面積当りの

光束数

単位立体角で

単位見かけ上面積

当りの光束数

×π

×πＳ

×Ｓ’

×Ｓ

×ω

×Ｓ

×ｒ
2

球････４π ｒ ：距離[m]

半球･･･２π Ｓ’：見かけ上の面積[m ]

平板･･･π Ｓ ：面積[m ]

円筒･･･π τ ：透過率（小数）

ρ ：反射率（小数）

2

2

2

ω：立体角[sr]は
光源の種類に

より異なる

入射光束＝透過光束＋反射光束

Ｅ×ｒ2

Ｓ：面積[ｍ ]2

光度：Ｉ[cd]

単位立体角当りの

光束数

光束：Ｆ[lm]

全光束数

照度：Ｅ[lx]

単位面積当りの

光束数（入射光束）

輝度：Ｂ[nt]

光束発散度：Ｍ[rlx]
×τ（透過光束）

×ρ（反射光束）
単位面積当りの

光束数

単位立体角で

単位見かけ上面積

当りの光束数

×π

×πＳ

×Ｓ’

×Ｓ

×ω

×Ｓ

×ｒ
2

球････４π ｒ ：距離[m]

半球･･･２π Ｓ’：見かけ上の面積[m ]

平板･･･π Ｓ ：面積[m ]

円筒･･･π τ ：透過率（小数）

ρ ：反射率（小数）

2

2

2

ω：立体角[sr]は
光源の種類に

より異なる

入射光束＝透過光束＋反射光束
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5 点光源 Ｉ ｃｄ

6

7

8 法線照度 ｌｘ

9 ○
点光源から円形
テーブルを見た
立体角

ω ２π（１－cosθ） ｓｒ

10 ◎
テーブルの平均
照度

Ｅ ｌｘ

11 ○ 照明設計 --- ＮＦＵ＝ＳＥＤ ---

12
道路照明における
被照面面積(街路灯
が片側配列の場合)

ｄＬ

13

道路照明における
被照面面積(街路灯
が両側又は千鳥配
列の場合)

水平面照度 ｌｘ

Ｓ
ｄ：道路幅[ｍ]、
Ｌ：街路灯間の距離[ｍ]

Ｅｈ

Ｅ cosθｎ

Ｉ
cosθ

ｌ2

Ｅｎ
Ｉ

ｌ2

Ｉ sinθ＋Ｉ cosθｈ ｖ

Ｉ

ｌ
Ｉv

Ｉh

ｈ

Ｅn

Ｅh

θ

θ

Ｐ

ｒ

２Ｉ(１－cosθ)

2

ω

θ

点光源の光度Ｉ[cd]

ｒ[m]

Ｎ:光源の個数,Ｆ:光源1個の光束[lm]

Ｕ:照明率(小数),Ｓ:被照面面積[ｍ ]2

Ｅ:被照面照度[lx],Ｄ:減光補償率

なお、保守率は減光補償率の逆数

[ｍ ]2

２

ｄＬ

Ｅｈ

Ｅ cosθｎ

Ｉ
cosθ

ｌ2

Ｅｎ
Ｉ

ｌ2

Ｉ sinθ＋Ｉ cosθｈ ｖ

ｒ

２Ｉ(１－cosθ)

2

[ｍ ]2

２

ｄＬ


